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1　事業の概要

２　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

1

2

3

4

合計 9.00 19,785 21,234 17,479

交通安全運動推進事業

交通安全啓発活動事業

12,701

「長野県自転車条例（仮称）」策定に向けた検討と安心安全な自転
車の利活用に関する検討

0.50 251 271 146

県内３か所に設置する交通事故相談所での相談支援を実施 1.40 14,753 16,331交通事故相談所運営事業

安全安心な自転車の利用促進施策の
あり方検討事業

2,371

季別の交通安全運動などの交通安全啓発活動の実施 5.30 2,356 2,261 2,261

長野県交通安全推進本部及び地方部の運営 1.80 2,425 2,371

30年度

（人） （当初） （要求） （予算案）
No 30年度　実施内容

職員数 29年度
細事業名

予算要求からの主な変更点 ・交通事故相談所上田支所について、利用実態を考慮し、常設から長野本所の巡回相談に見直し。

88,705

成果指標
設定理由

・交通安全対策の成果を図る上で最も適した指標と考えられるため
・第10次長野県交通安全計画（H28～H32）において、死傷者数9,000人以下を掲げているため

指摘事項等への対応 　指 摘 事 項 　対　　応

 概算人件費 （Ｃ） 71,226 71,226 71,226 71,226

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　分（単位：千円） 28年度 29年度 30要求 30予算案 指標及びその達成状況

21,234 17,479

 決　　算　　額（B） 19,935

概　算
人　件

費

 職員数（人） 9 9

 概算事業費（B（A）+C） 91,161 19,785 92,460

9.00 9.00

　その他 1,058 45 39 30

　県　債

① 交通事故死傷者数（暦年） 10,447人 9,805人 9,500人

Aの
財源

　一般財源 19,552 19,740 21,195 17,449

　国庫支出金

予
算
額 補正予算

合計（A) 20,610 19,785

目指す姿

○交通安全関係機関・団体、市町村等と連携して、交通ルールを守り正しい交通マナーの実践を習慣付けることにより県民の交通安全意識
を高め、交通事故の総量抑制と交通事故死傷者数の減少を図ることで、交通事故のない安全で安心な県民生活の実現を目指す。
　 成果目標：交通事故死傷者数　9,805人(H29)　→　8,500人以下（H34)
○交通事故被害者等が抱える補償問題や生活問題等の解消を目指す。

（主な実施内容：　交通安全啓発、交通事故相談　など）

当初予算 20,610 19,785 21,234 17,479 目標値 成果 達成状況
No 成果指標 28年度末

29年度末
（見込）

30年度前年度繰越

部局 県民文化部

4-4 生命・生活リスクの軽減

課・室 くらし安全・消費生活課

実施期間 S45 E-mail

事業番号 04 03 02 事業改善シート （30年度実施事業分） □当初要求　　■当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

現状
(予算編成時)

○平成28年の交通事故発生件数8,301件。平成17年から12年連続減少し、4年連続で1万件を下回る。
○平成28年の死者数は121人（前年比+52人）。減少基調にあった死者数が平成19年の水準に逆戻り。
○平成29年の死傷者数は9,803人で、現行のしあわせ信州創造プランの目標値10,000人以下を達成。
○交通事故被害者等が抱える補償問題（示談の進め方、過失の程度等）や生活問題（労災・社会保険
等の利用、生計の維持等）の解決を支援できる唯一の公的相談機関として交通事故相談所を設置。
（H28年度相談実績：1,119件）

30年度予算額 17,479 千円

職員数 9.00 人

kurashi-shohi@pref.nagano.lg.jp

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

総合的に展開する
重点政策

事　業　名 地域の交通安全を推進するための事業

監査

決算特別委員会

県民協働による事業改善

mailto:kurashi-shohi@pref.nagano.lg.jp

